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平成15年12月1日 

真空採血管使用上の注意について 

 

標記について，平成15年11月17日付け厚生労働省医薬食品局安全対策課長通知（薬食安発第1117001

号）が各都道府県衛生主管部長宛てに出されました．（別紙1） 

同通知に関連して，真空採血管採血に際し患者さんから現場の医療者に「真空採血管は滅菌したものを

使用しているか」「厚生労働省通知の手順と異なるのではないか」「駆血帯を使用したまま採血してよいの

か」等の声が寄せられています． 

また，現場の医療者の業務実施においても採血手順の変更が必要となり，「従来より採血に時間がかか

り患者さんの苦痛が増す」「連続採血が難しい」「高齢者や小児，血管が細い患者さんの採血ができない」

「検体が溶血し検査ができない」等少なからず困難が生じています． 

患者さんはもちろん医療者においても安全かつ円滑な採血業務を実施するため，会員施設・他団体・医

療機器メーカー等から現時点までに収集した情報に基づき下記情報提供いたします． 

 

記 

 

1. 真空採血管による採血が有する問題 
・ 滅菌処理がなされていない真空採血管も現在国内で生産･流通している． 

・ 従来の採血手順では，採血管の内容物が血管内に逆流し，感染等のおそれがある． 

（採血管装着中に駆血帯を外すことにより，静脈内圧が真空採血管内圧に比較して低くなること

があり，採血管に吸引した血液等が血管内に逆流するおそれがある） 

 

2. 通知の手順等とその特徴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順（操作方法又は使用方法等） 

①室内温度になった採血管を準備する 

②ホルダーに採血針を装着する 

③駆血帯をする 

④採血針を血管に穿刺したら，採血管を装着

する前に駆血帯を外す 

⑤採血管をホルダーにまっすぐ完全に押し込む 

⑥採血の血流が停止したら，直ちに採血管を

ホルダーから外す 

⑦ホルダーごと採血針を抜針する 

＊連続採血する場合は，ホルダーを固定したまま，

採血管を取り替える 

その他の注意（禁忌･禁止） 

・ 採血針を抜くまで，被採血者の腕の血管を圧

迫したり，動かさない 

・ 体外循環回路や中心静脈から採血しない，等 

使用上の注意 

・ 患者の腕，穿刺部位及び採血管が採血中

常に下向きであることを確認する 

・ 翼状針を使用する際は，採血管の位置が上下

に動かないようにする 

 

＜メリット＞ 

・ 採血管の内容物が血管に逆流することを

回避するための厳密な手順 

＜リスク＞ 

・ 採血業務に要する時間が長くなり， 

・ 患者さんの苦痛が増す場合がある 

・ 患者さんの待ち時間が延長する 

・ 採血待ちの患者さんが増加する 

・ 血液が真空管内で陰圧状態に置かれ

る時間が長くなり溶血しやすくなる 

・ 採血針の血管内穿刺を確認することが

困難 

・ 採血針の血管内穿刺を確認するために

翼状針タイプを使用すると，針刺しの

リスクが高くなる 

・ 連続採血･多量採血が困難 

・ 高齢者や小児，血管の細い患者さん等

の採血が困難 

 

http://www.nurse.or.jp/anzen/houtuu/shinkuu_tuuchi2.pdf
http://www.nurse.or.jp/anzen/houtuu/shinkuu_tuuchi2.pdf
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3. 従来の手順とその特徴 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 可能な限りリスクの低減を図りかつ実施可能な手順とその特徴 
 

通知の手順が有するリスクを少なくし，かつ真空採血管の内容物が逆流することを防ぐという視点

から，検討を重ねた上で下記の手順を実施している施設もあるようです． 

各施設においては，まず現在使用しているものが滅菌されているかどうかを確認するとともに，採

血手順が有するメリットとそれに伴うリスクを正しく認識した上で，どの手順を選択するか十分検討

することが望まれます． 

また実施にあたっては，選択した手順（特に，駆血帯を外す時期）を該当職員に周知徹底すること

が必要です．さらに通知と異なる手順を選択する場合は，通知・報道と異なる手順での採血に不安を

感じる患者さんもいることに留意し，採血手順を選択した根拠等の説明をすることも重要です． 

 

手順 

 

①室内温度になった採血管を準備する 

②ホルダーに採血針を装着する 

③駆血帯をする 

④採血針を血管に穿刺する 

⑤採血管をホルダーにまっすぐ完全に押し込む 

⑥採血の血流が停止したら，直ちに採血管を

ホルダーから外し，その後，駆血帯を外す 

⑦ホルダーごと採血針を抜針する 

＊現在使用している真空採血管が滅菌されて

いるかメーカーに確認する． 

＊患者の腕を下向きにし，採血中常に採血管

が穿刺部位より下にあることを確認する． 

＊ホルダーは毎回清潔なものを使用する．（血

液で汚染されたら必ず清潔なものと交換す

る） 

 

＜メリット＞ 

従来の方法と同様： 

・ 比較的短時間で採血が可能 

→患者さんの苦痛・待ち時間が少ない 

→溶血しにくい 

・ 連続採血･多量採血が容易 

・ 採血針の血管内穿刺確認が容易 

・ 針刺しのリスクが低い 

＜リスク＞ 

・ ホルダーに付着した血液や採血針に残る

微量（50 ﾏｲｸﾛﾘｯﾄﾙ程度）の血液が逆

流し，感染を引き起こすおそれがある 

☆ 日本臨床衛生検査技師会公式ホームページ（NCCLS ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ＝静脈穿刺による標準的採血法＝等掲載）：

http://www.jamt.or.jp/ 

以上 

手順 

 

①室内温度になった採血管を準備する 

②ホルダーに採血針を装着する 

③駆血帯をする 

④採血針を血管に穿刺する 

⑤採血管をホルダーにまっすぐ完全に押し込む 

⑥採血の血流が停止したら，駆血帯を外し，

その後，採血管をホルダーから外す 

⑦ホルダーごと採血針を抜針する 

 

 

＜メリット＞ 

・ 比較的短時間で採血が可能 

→患者さんの苦痛・待ち時間が少ない 

→溶血しにくい 

・ 連続採血･多量採血が容易 

・ 採血針の血管内穿刺確認が容易 

・ 針刺しのリスクが低い 

＜リスク＞ 

・ 採血管の内容物が血管に逆流し，感染を

引き起こすおそれがある 

 

http://www.jamt.or.jp/

